
　

2
0
1
7
年
の
年
の
瀬
、紀
伊
半
島
東

部
に
位
置
す
る
南
伊
勢
町
に
三
重
県
内

31
校
、県
外
５
校
、92
人
の
高
校
生
が
集
ま

っ
た
。
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
第
１

回「
高
校
生
地
域
創
造
サ
ミ
ッ
ト
」は
、南

伊
勢
町
の
地
域
課
題
解
決
策
を
町
に
提

言
す
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

初
日
は
高
校
生
の
取
り
組
む
地
域
活

性
化
の
先
進
事
例
や
、南
伊
勢
町
で
活
躍

す
る
大
人
の
話
、代
表
生
徒
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
イ
ン
プ
ッ
ト
。２
日
目
は
初

日
に
吸
収
し
た
こ
と
を
参
考
に
班
ご
と
に

ア
イ
デ
ア
を
作
り
、最
後
に
す
べ
て
の
ア
イ

デ
ア
を
統
合
し
た
提
言
に
ま
と
め
る
。

　

サ
ミ
ッ
ト
を
企
画
、主
催
し
た
の
は
三
重

県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
政
策
課
。

辻
成
尚
課
長
は
開
会
式
で「
今
は
役
場
の

人
だ
け
で
な
く
、ま
ち
全
体
で
社
会
を
考

え
る
時
代
。
君
た
ち
高
校
生
も
そ
の
当
事

者
で
す
」と
語
り
か
け
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
の
動
機
は「
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」「
将
来
の
た
め
に
役

立
ち
そ
う
だ
か
ら
」「
地
域
活
性
化
に
興
味

が
あ
る
」と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、一
番
多
か
っ
た

の
は「
い
ろ
い
ろ
な
高
校
の
人
と
話
を
し
た

い
」と
い
う
も
の
。「
自
分
に
な
い
価
値
観
や

新
し
い
も
の
の
見
方
を
手
に
入
れ
て
み
た

い
」な
ど
、交
流
に
よ
っ
て
新
し
い
自
分
に

出
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
よ
う

だ
。
12
の
班
に
分
か
れ
た
生
徒
は
自
己
紹

介
を
し
あ
っ
た
後
、昼
食
を
と
り
な
が
ら

徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
っ
た
。

　　

昼
食
後
に
は
小
山
巧
町
長
と
、企
画
か
ら

関
わ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
三
重
大
学
副
学

長
・
西
村
訓
弘
教
授
か
ら
今
回
の
課
題
に
つ

い
て
の
ポ
イ
ン
ト
が
語
ら
れ
た
。「
南
伊
勢
町

は
第
一
次
産
業
の
ま
ち
で
す
が
、人
口
は
こ
の

５
年
間
で
も
13
％
減
り
、少
子
高
齢
化
が
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。
で
す
が
、

国
立
公
園
内
に
あ
り
自
然
環
境
は
と
て
も

豊
か
、漁
獲
高
は
三
重
県
一
位
、と
い
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」と
小
山
町
長
。

　

西
村
教
授
は
そ
の
良
い
と
こ
ろ
を
ど
う

活
か
す
か
が
大
事
だ
と
伝
え
た
。「
私
は
南

伊
勢
出
身
で
す
。こ
こ
は
昭
和
の
半
ば
か
ら

急
激
に
人
口
が
減
り
、一
番
最
初
に
疲
弊
し

た
場
所
。
逆
に
、だ
か
ら
こ
そ
最
先
端
で
あ

り
、豊
か
。一
人
が
使
え
る
土
地
も
漁
場
も

広
く
、今
は
コ
ン
ビ
ニ
も
ネ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ

の
豊
か
な
も
の
を
ど
う
使
う
か
。『
自
分
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
で
南
伊
勢
を
元
気
に
す
る
』

な
ん
て
考
え
な
く
て
い
い
。
今
の
時
代
に
ど

う
生
き
て
い
き
た
い
の
か
を
話
し
合
っ
て
、

日
本
で
一
番
面
白
い
生
き
方
を
提
案
し
て
ほ

し
い
」。そ
う
、高
校
生
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
地
域
の
資

大
切
な
の
は

自
分
が
ど
う
生
き
た
い
か

過
疎
、少
子
高
齢
化
が
い
ち
早
く
進
ん
だ
三
重
県
伊
勢
志
摩
地
域
。2
0
1
6
年
に
は
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
ホ
ス
ト
し
、世
界
の
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
そ
の
地
に
、

三
重
県
内
外
か
ら
92
人
の
高
校
生
が
集
い
ま
し
た
。
２
日
間
を
か
け
て
地
域
と
自
分
た
ち

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た「
高
校
生
地
域
創
造
サ
ミ
ッ
ト
」を
誌
上
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

誌上レポート

36校92人の高校生が描く
地域と自分の未来
～高校生地域創造サミット～

取材・文／江森真矢子

特別編第15回

図１ 高校生地域創造サミット概要

三重県内外の高校生92人が南伊勢町に集い、フィールドワークやディスカッションを行い、南伊勢町の地域課題に対して、
高校生ならではの発想による「地域を活かした課題解決策」を検討し、南伊勢町に提言する活動を行う

［探究テーマ］
「これからの時代に地域の資源や特色を活かして自分
らしく生きるためには」

［開催目的］
高校生が地方創生や地域活性化の重要性について
理解し、地域のことを主体的に考え行動する意欲や地
域とともに課題解決に取り組む姿勢を育む

［日時］
・１日目：2017年12月26日（火）11：30～21：00
・２日目：2017年12月27日（水）8：00～16：00

［場所］
三重県度会郡南伊勢町

［主催・後援］
主催：三重県教育委員会 後援：南伊勢町

［参加者］
三重県内高校生76人、三重県外高校生16人　計92人

・ 三重県立高校（28校・64人）
 桑名西高校、桑名北高校、桑名工業高校、四日市高校、四日市南高校、四日
市工業高校 、神戸高校、白子高校、津高校、津西高校、津東高校、白山高校、
あけぼの学園高校 、伊賀白鳳高校、名張高校、名張青峰高校、松阪商業高
校、飯南高校、昂学園高校、宇治山田高校、宇治山田商業高校、南伊勢高校
（度会校舎）、南伊勢高校（南勢校舎）、鳥羽高校、志摩高校、水産高校、尾
鷲高校、紀南高校

・ 三重私立高校（3校・12人）
 高田高校 、セントヨゼフ女子学園高校、桜丘高校

・ 三重県外高校（5校・16人）
 静岡県立榛原高校、大阪府立能勢高校、
 広島県立庄原格致高校、島根県立隠岐島前高校、高知県立窪川高校
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1日目
11:00 集合

班別のテーブルで名刺を用意

11:30 開会　交流会
南伊勢町長、運営の県教委スタッフの紹介や
１２の班ごとに自己紹介で場を温める

12:00 歓迎昼食会
南伊勢町の食の幸に触れながら交流する

12:45 参加代表校からの報告
榛原高校（静岡）、南伊勢高校南勢校舎（三重）、
能勢高校（大阪）、庄原格致高校（広島）、
隠岐島前高校（島根）、窪川高校（高知）

14:00 南伊勢町からの課題の提案
フィールドワークの概要説明

14:30 フィールドワーク
１０コースに分かれ「南伊勢町の資源や特色を活かして、
自分らしく生きている人々」に会いに行く
インタビューや仕事体験を経て、
３枚の写真でその人のことを伝えるための準備をする

17:30
宿舎へ移動、夕食

19:00

21:00

ナイトセッション
鈴木英敬三重県知事の地域創生への取り組みや、
自身の人生、自分らしく生きるためのメッセージを聞く
フィールドワーク報告プレゼンは
その人を一番よく表す３枚の写真を選んで表現
知事を交え、代表生徒６人が
それぞれ実践している地域との関わりや夢について語り合う

2日目
8:00 今日の流れの確認　アイスブレイク

8:20 グループ討議①アイデア出し、テーマ決定
テーマを参考に、南伊勢町の具体的な活性化策を考える。
決定したテーマを本部に報告

10:20 グループ間の交流（意見交換）
メンバー１人程度を残して、他班の討議内容を聞きに行く

10:40 グループ討議②ポスターセッションに向けた資料作成
他班の討議内容も参考にしながら班の意見をまとめ、
ポスターセッションの準備を行う

12:00
昼食

12:45 ポスターセッション
各班メンバー全員が１回ずつポスター発表を行い、
他のメンバーは別班の発表を聞きに行く。
投票により「ベストアイデア賞」
「ベストプレゼンテーション賞」
「ベストユーモア賞」を選出

14:15 提言の取りまとめ
西村教授のファシリテートの下、各班の意見をもとに提言
「南伊勢町を変えていくための8の行動」をまとめる

15:10

16:00

閉会行事
参加生徒代表が
「南伊勢町を変えていくための８つの行動（海ぼうず宣言）」を
小山巧南伊勢町長に渡し、
各賞表彰や西村教授による講評で幕を閉じる

源
や
特
色
を
活
か
し
て
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
は
」だ
。

　

地
域
創
造
サ
ミ
ッ
ト
の
仕
掛
け
人
で
あ

る
上
村
和
弘
先
生
は
、同
教
育
委
員
会
教

育
政
策
課
で
学
校
統
廃
合
を
含
む
高
校

教
育
の
全
体
像
を
検
討
し
て
き
た
。
昨
年

度
策
定
し
た「
県
立
高
等
学
校
活
性
化
計

画
」で
は
、地
方
創
生
、地
域
の
担
い
手
育

成
の
視
点
を
取
り
入
れ
、学
校
規
模
で
一

律
に
統
廃
合
を
決
め
ず
、小
規
模
校
は
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
活
性
化
を
図
る
こ
と

と
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
、高
校
生
自
身
に

も
地
域
の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て

も
ら
い
た
い
。
サ
ミ
ッ
ト
は
高
校
、高
校
生
、

地
域
の
関
係
づ
く
り
の
種
ま
き
と
い
う
狙

い
も
あ
る
ん
で
す
」と
上
村
先
生
。

　

県
外
か
ら
参
加
し
た
５
校
は
、地
域
・
学

校
協
働
の
先
進
校
。
初
日
に
は
地
元
校
含

め
６
校
の
生
徒
に
よ
る
取
り
組
み
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。
地
元
、南
伊
勢
高
校
南な
ん

勢せ
い

校
舎
の
代
表
は
、社
会
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

よ
っ
て
解
決
す
る「
ソ
ー
シ
ャ
ル・
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
よ
っ
て
南
伊
勢
町
の
課
題
解
決
を
目
指

す
ク
ラ
ブ
活
動
の
メ
ン
バ
ー
。
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
か
た
ど
っ
た
お
菓
子「
た
い
み
ー
焼

き
」や
、特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
ギ
フ
ト

ボ
ッ
ク
ス
を
企
画
、販
売
す
る
と
い
っ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

広
島
県
立
庄し
ょ
う
ば
ら
か
く
ち

原
格
致
高
校
か
ら
は
地

元
の
祭
に
運
営
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て

盛
り
上
げ
た
り
、お
菓
子
を
振
る
舞
う「
ス

イ
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
」を
企
画
・
実
行
し
た
活

動
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、静
岡
県
立
榛は
い

原ば
ら

高
校
は
、高
大
行
政
連
携
に
よ
る
「
地

域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
活
躍

し
た
メ
ン
バ
ー
が
登
場
。地
域
の
未
来
を
考

え
る
話
し
合
い
の
場
で
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
と
し
て
活
動
し
て
き
た
３
人
だ
。
同
じ

高
校
生
の
力
で
地
域
が
動
き
、活
性
化
に

寄
与
し
て
い
る
事
例
発
表
に
は
、参
加
者

も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
は
矢
野
次
男
副

町
長
の
推
薦
で
選
ば
れ
た
。
東
京
の
高
級

果
物
店
に
特
産
の
蜜
柑
を
卸
し
て
い
る
農

家
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
観
光
客
を
集
め
る
会

社
な
ど
ま
さ
に「
地
域
の
資
源
を
活
か
し

て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
」人
た
ち
だ
。

そ
の
一
人
、上
村
真
珠
養
殖
の
上
村
栄
司

社
長
は
３
代
続
い
た
真
珠
の
養
殖
業
を
営

む
が
、そ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
、今
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
展
示
会
を
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い

る
。ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
し
て
い
る
人
は
少
な

い
、と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
高
校

生
た
ち
に
と
っ
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出

会
っ
た
大
人
た
ち
の
生
き
方
や
考
え
方
は

目
か
ら
鱗
。

出
会
い
が
も
の
の

見
方
を
変
え
る

図2 第1回「高校生地域創造サミット」プログラム

表中１日目のイラストは、牧之原市まちづくり協働ファシリテー
ターの絹村亜佐子さんによるもの。絹村さんは議論やワーク
の過程を可視化する「グラフィックレコーディング」を榛原高校
の生徒に指導している。開会式から閉会式まで、一部は榛原
高校の生徒とともにサミットを記録した。
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た
っ
ぷ
り
の
刺
激
は
こ
こ
で
終
わ
ら
ず
、

ナ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
全
国
最
年
少
知
事

で
あ
る
鈴
木
英え
い
け
い敬
三
重
県
知
事
が
登
場
。

自
身
の
生
き
方
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
こ
の

サ
ミ
ッ
ト
を
自
分
ら
し
い
選
択
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
に
！
」と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
た
。
続
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

報
告
も
含
め
、た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
生

き
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
１
日
と
な
っ
た
。

　

初
日
の
最
後
は
代
表
生
徒
６
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
西
村
教
授
が

「
暗
い
未
来
が
語
ら
れ
る
け
ど
信
じ
な
く
て

い
い
。
今
は
自
分
の
力
を
つ
け
て
い
っ
た
ら

な
ん
で
も
で
き
る
時
代
。
で
も
、力
を
つ
け

る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た

ん
で
す
。
ま
ず
は
、こ
こ
に
来
る
前
と
ど
う

変
化
し
た
か
聞
き
た
い
な
」と
口
火
を
切

る
と
、「
す
ご
い
田
舎
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た

と
思
っ
て
た
ら
、す
ご
い
光
っ
て
い
る
所
だ
っ

た
」「
町
を
大
切
に
し
て
い
る
大
人
の
熱
意

に
触
れ
て
、自
分
の
町
を
大
切
に
し
よ
う

と
思
っ
た
」と
パ
ネ
リ
ス
ト
が
思
い
を
口
々

に
語
り
、夜
９
時
ま
で
の
２
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

２
日
目
は
班
で
南
伊
勢
町
の
具
体
的

な
活
性
化
策
を
考
え
る
。
進
行
役
の
上
村

先
生
か
ら
「
ど
ん
な
南
伊
勢
な
ら
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
か
を
考
え
て
」と
伝
え

ら
れ
、議
論
は
ス
タ
ー
ト
。

　

高
校
生
た
ち
が
考
え
た
の
は
、宿
泊
料

が
わ
り
に
そ
の
家
の
手
伝
い
を
す
る
「
民

泊
体
験
」や
、「
住
め
る
国
立
公
園
」を
打

ち
出
し
た
移
住
促
進
策
、「
機
械
化
よ
り

機
会
化
」と
銘
打
ち
出
会
い
の
機
会
を
提

供
す
る
ツ
ア
ー
案
な
ど
、良
さ
に
着
目
し
た

も
の
ば
か
り
。
ま
た
、個
性
を
活
か
す
教
育

環
境
を
整
え
る
た
め
に
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の

よ
う
に
意
見
を
否
定
さ
れ
な
い
高
校
を
作

ろ
う
、と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
案
を
も
と
に
ま
と
め
た
「
南

伊
勢
町
を
変
え
て
い
く
た
め
の
8
つ
の
行

動(

海
ぼ
う
ず
宣
言)

」（
図
３
）を
代
表
生

徒
が
読
み
上
げ
、小
山
町
長
に
手
渡
し
て

「
高
校
生
地
域
創
造
サ
ミ
ッ
ト
」は
幕
を
閉

じ
た
。
次
年
度
も
同
時
期
に
他
地
域
で
開

催
し
、新
た
な
種
ま
き
を
と
考
え
て
い
る

三
重
県
教
委
。行
政
・
地
域
・
高
校
の
協
働

に
よ
り
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

動
き
に
は
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

　

で
は
、高
校
生
た
ち
は
こ
の
２
日
間
で

何
を
得
た
の
か
。最
後
に
一
人
の
高
校
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。「
他
の
高
校
の
生
徒

が
す
ご
く
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
い
て
、自

分
も
も
っ
と
自
分
の
地
域
を
知
ろ
う
と
思

っ
た
。
ま
ず
は
自
分
の
地
域
の
こ
と
を『
肯

定
』し
て
い
こ
う
と
思
う
」

ま
ず
は
自
分
の
地
域
を

肯
定
し
て
い
こ
う

● 毎年高校生が集うイベントを行い、高校生がメディアを使ってありのままの南伊勢を発信する
● 南伊勢町で生きることを実感する体験型無料ホームステイを実施して南伊勢町ファンを増やす
● 町にある財産をもっとアピールする
● 機械化よりも機会を大切に！
● 人々が交流しあい自らが町を創っていく機会を大切にする
● 町の人々が教師となって個性ある教育を実践する
● プロ・職人・芸術家など輝いている人を南伊勢町に呼び込む
● 具体的な（南伊勢で生きる）ライフプランを提案して移住者を支援する

図3 南伊勢町を変えていくための８つの行動（海ぼうず宣言）

三重県教育委員会
教育政策課
上村和弘先生

三重大学
副学長
西村訓弘教授

南伊勢町
副町長
矢野次男氏

会場には、三重県産のお菓子やお茶の用意が。休憩時間も各班に任
せられ、オンオフを切りかえながら闊達な議論が行われた

パネルディスカッションは西村教授のコーディネートで本質的な気づき
や本気の思いが引き出され、フロアからも熱を帯びた発言が続いた

フィールドワークで出会った「本気の大人」の一人、上村栄司社長 初日の夜には、その人の魅力を一番表す３枚の写真を使って報告
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